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個
格
安
定
政
策
の
賛
本
別
形
成
殻
果

債
格
安
定
政
策
の
資
本
形
成
殺
果

今
吾
々
は
、

勢
五
十
三
巻

O 

事存

続

~巳

O 

青

夫

山

秀

ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
に
な
ら
っ
て
、
調
は
ば
標
準
的
な
る
揚
合
と
し
て
、
っ
そ
れ
ぞ
れ
の
雇
傭
増
加
期
に
於
け
る
新
雇
傭
者

B 
B' 

が
そ
の
雇
傭
増
加
期
の
第
一
日
に
於
て
直
ち
に
全
部
雇
傭
せ
ら
れ
、

B
つ
彼
等
の
寅
物
残
高
創
設
の
潟
の
貯
蓄
は
そ
の
就
業

か
ら
一
生
産
期
間
だ
け
沿
く
れ
て
始
め
ら
れ
る
揚
合
」
言
V
何
回

F
n
喜
告
。
r
p
n
V
5
4司

E
E
F
C『
官
官
官
5回
思

仏

E
5
M
M
P
E
3
1
4

B
E【

O
P
F
O
E
E
ュ
品
。
町
但
官
。
旨
2
5
2
宮
口
Q

晶、

Z
A
2
2回
開

己

F
E
E
R
H
E
B
O
E
R
O
H
ヨ
E
仏

兵

員

E
P
R
E
f
苦
足
。
4
H
f
E
5
m
g
o

官
a
E
5ロ
官
ユ
邑

F
A
R
C
H
U
然
も
彼
等
は
そ
の
賓
物
残
高
創
設
計
書
を
一
貨
幣
統
逝
期
間
内
に
完
了
し
よ
う
と
計
書
す
る
揚
合
を
考

へ
る
。
此
の
偲
定
の
意
味
す
る
と
己
ろ
は
か
ろ
で
あ
る
。

先
づ

新
居
傭
者
が
全
部
そ
の
履
備
増
加
期
の
第
一
日
に
於
て
直
ち
に
就
業
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、

を
意
味
す
る
。

所
謂
ハ
イ
ヱ
ク
白
三
角
形

従
っ
て
平
均
生
産
期
聞
が
生
産
期
間
と
一
致
す
る
と
と
(
叶

U
D
叫

M
H
H
一

(
前
稿
肪
掲
博
一
困
)
が
矩
形
で
あ
る
こ
と

一
居
具
値
的
に
一
式
へ
ば
、
雇
傭
増
加
第
一
期
第
一
円
に
於
て
新
人
口

B
は
全
部
従
業
し
、
そ
の
結
同
市
は
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
生
産

期
間

D
E経
一
泊
し
た
後
の
第
二
期
第
一
日
の
生
産
哨
加
川
と
友
っ
て
現
は
れ
、
同
級
托
し
て

E
の
第
一
期
第
二
日
の
弊
働
が
第
二
期

へ
註
)

第
二
日
の
生
産
増
加
刊
に
成
熟
し
、
以
下
同
様
に
進
行
す
る
と
と
を
意
・
味
す
る
。
明
か
に
か
く
の
如
き
履
傭
増
加
を
維
持
す
る
た
め

ミ

、

。

寸

』

。

に
は
、
銀
行
は
そ
の
時
々
の
慣
格
水
準
宇
一
考
慮
し
在
時
ら
寅
質
酬
明
値
に
於
て

M
H
U〕
l
H
A
。
柁
の
む
も
む
を
貸
付
け
心
ば
た
ち

本稿は本誌焦五十三巻第六腕所掲捌稿I貨幣流週押』聞と平均生産期間ーロバア
トソン白傾椅7J<準艶勤理論の某本命題について 」に直接に接績する。
D.I王 Rob町民on:B-ankiug' Puhcy and the Price Lc'Vc1.3rd ed. 1932. p. 69 
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由
。
荒
し
こ
れ
に
よ
っ
て
始
め
て
新
雇
傭
者
白
吸
収
に
必
要
な
る
弊
貨
基
金
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
〈
て
雇
傭
増
加
に
よ
っ

一
円
首
り
刊
に
等
し
い
。

て
市
場
に
新
た
に
注
ぎ
則
さ
れ
る
購
買
力
は
、
そ
の
寛
賞
慎
値
に
於
て
、

突
に
新
雇
傭
者
の
寅
物
残
高
創
設
期
聞
の
偲
定
に
つ
い
て
殺
ペ
上
う
。
今
、
第
一
期
の
新
雇
傭
者
B
を
と
っ
て
一
一
ム
へ
ば
、
彼
等
は

第
一
期
に
於
て
弊
賃
白
支
排
を
受
け
る
。
然

L
、
彼
等
は
そ
の
弗
賃
を
受
取
る
や
否
や
、
と
れ
で
一
消
費
財
を
求
め
、

日
に
線
越
さ
左
い
円
。
彼
等
は
第
二
期
に
入
っ
て
第
一
日
の
所
得
を
受
取
っ
て
始
め
て
、
賓
物
残
高
創
設
に
着
手
す
る
。
然
も
そ
れ
は

一
流
通
期
間
内
に
、

K
H
の
聞
に
完
了
す
る
や
う
に
計
書
さ
れ
る
。
第
二
期
の
新
雇
傭
者
刊
E

も
同
様
で
あ
る
。
彼
等
も
亦
第
二
期
中

は
弊
貨
は
凡
て
消
費
に
充
て
る
。
第
三
期
に
入
っ
て
始
め
て
買
物
姥
高
創
設
に
着
手
し
、
然
も
そ
れ
は
K
日
聞
に
完
了
す
る
や
う
に

一
銭
一
一
座
も
翌

計
書
す
る
の
か
く
の
如
き
が
此
の
偲
定
の
意
味
す
る
と
己
ろ
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
第
二
期
に
つ
い
て
一
去
へ
ば
、
第
一
期
の
新
雇
傭
者
B
の
貯
蓄
は

E
れ
だ
け
で
あ
る
か
。
既
述
の
如
〈
、
彼
は
一
流
通
期

聞
の
そ
の
生
産
高
に
等
し
い
貫
物
品
開
高
を
持
た
う
と
す
る
。
此
白
犬
さ
は
、

R
奈
概
と
し
て
は
、
記
披
で
書
け
ば
、

一
円
首
り
刊
だ
け
O
貫
質
償
値
を
持
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
危
ら

同一

h
c
k
等

し
い
。
従
っ
て
彼
が
つ

H
掛
け
」
と
し
て
一
日
に
行
ふ
ペ
雪
貯
蓄
は
、

由
。
己
れ
が
上
誌
の
恨
定
か
ら
の
師
結
で
あ
る
。

(
註
)
平
均
生
産
期
聞
が
生
産
期
間
自
問
よ
り
も
短
い
場
合
に
は
事
情
が
と
れ
と
央
の
や
う
に
異
つ
C
車
る
。
今
例
へ
ば
事
一
期
樺
二
日
を
取
っ
て
云

ふ
。
常
品
開
ぞ
と
で
は
第
二
期
事
二
日
に
成
熟
す
く
き
噌
加
生
摩
物
の
た
品
の
詞
は
ば
「
着
手
す
る
捗
働
」
が
あ
る
。
酷
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
第
一
期
第

一
日
に
生
産
に
着
手
さ
れ
た
中
間
生
熊
物
に
し
て
第
三
期
第
一
日
に
成
轄
す
べ
き
も
の
に
劃
し
て
謂
は
ば
「
加
工
す
る
努
働
」
が
存
ず
る
。
平
均
生
産
期
間

L
C

生
産
期
間
と
が
等
し
い
場
合
に
は
雇
傭
噌
加
は
凡
で
「
着
予
ナ
る
勢
働
」
の
み
に
充
て
ら
れ
寸
加
工
す
る
勢
働
」
は
存
し
な
い
。
何
れ
に
せ
よ
、
此
等
白
着

手
及
び
加
工
す
る
労
働
白
総
計
は
ハ
イ
エ
ク
白
三
角
形
の
面
積
に
等
し
い
。
ケ
イ
ン
ズ
は
、
柑
具
っ
た
覗
角
か
ら
で
あ
る
が
、
か
(
白
如
f
平
均
生
産
期

聞
が
生
産
期
間
自
慢
よ

m
も
短
い
場
合
、
離
も
吾
ミ
白
所
謂
端
初
的
物
情
騰
貴
に
常
る
場
合
を
融
品
て
詳
細
に
取
扱
つ
F
L

ゐ
る
。
此
の
取
扱
hv
吐
、
か
か

る
共
世
的
臆
用
を
誼
し
て
被
の
哩
論
の
意
闘
ナ
る
と
こ
る
を
察
知
せ

L
品
る
黙
に
於
て
、
興
味
間
い
。
」
『
・
冨
同
4
ロ
E
-
〉

吋

Z
E
5
3
冨
言
。
出

傾
椅
安
定
政
策
居
費
本
形
成
致
果

曹
五
十
三
巻

ノ又

傍

競

i比限りに 1i~て是正遮の “income receIved "y回 erday-==to・da内“ aisposab]e
income" といA、偲定は破られるo-;，た新雇傭者がそD所望白貨物残高の創設
を完了ナるまで白湿程に於ても、此四個定は棄てら'"る。此白動後に立入って
論fる。
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倒
格
安
定
政
策
目
費
本
形
成
致
果

第

掠

第
五
十
三
巻

ノ丈

右
凶
。
〈
。
H

同

Q
E
1・N
O

(
邦
樟
第
二
分
加
入
二
一
良
以
下
)
参
照
。

さ
て
五
口
々
の
問
題
は
、
此
の
揚
合
憤
格
水
準
の
動
き
は
ど
う
で
あ
る
か
、
で
あ
る
。
玩
遁
に
よ
っ
て
明
か
な
の
は
.
此
の
揚
合
雇

備
増
加
第
二
捕
中
は
、
銀
行
か
ら
の
信
用
誠
張
だ
け
あ
っ
て
こ
れ
に
針
抗
す
る
貯
蓄
は
全
然
仔
在
し
た
い
の
で
る
る
か
ら
、
五
口
々
白

所
謂
端
初
的
物
M
M
騰
買
が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
此
白
第
一
期
は
宜
口
々
の
問
題
の
範
聞
か
ら
切
拾
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
自
己
と

と
れ
で
あ
る
。
従
っ
て
問
題
は
か
う
な
る
。
今
第
一
期
期
末
比
於
け
る
(
従
っ
て
亦
第
一
期
中
に
於
け
る
)
侭
格
水
準
を

P
と
す
る
。
上
記

の
如
く
に
し
て
銀
行
が
毎
日

ωだ
け
の
質
賃
傾
値
を
有
す
る
貸
付
を
行
ム
と
昔
、
債
格
水
準
は
果
し
て
此
の
高
さ
を
守
り
鰻
け
得
る

古る

一
方

ιは
新
雇
傭
者
側
か
ら
の
購
買
力
増
加
と
い
ふ
傾
格
を
押
上
げ
よ
う
と
す
る
力
が
あ
る
。
他
方
に
は
前
記
の
新
雇
傭
者
白

貯
蓄
及
び
生
産
高
の
増
加
が
憤
絡
水
準
を
押
下
げ
よ
う
と
す
る
。
此
の
二
つ
の
力
は
平
衡
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。

上
記
の
理
由
に
よ
っ
て
原
備
増
加
第
一
期
の
献
況
は
不
聞
に
附
さ
れ
る
か
ら
、
吾
々
は
第
一
期
期
末
の
日
の
「
夜
」
、
或
は
第
三
期

第
一
日
の
「
朝
」
か
ら
向
設
す
れ
ば
土
い
。
使
宜
上
再
々
は
第
一
期
の
期
末
か
ら
出
殺
す
る
。
第
一
期
中
を
通
じ
て
債
格
水
準
は
既
述

の
如
く
で
あ
る
。

蕎
人
口
(
最
初
日
間
設
貼
た
る
均
衡
欣
態
に
於
て
既
に
就
業
し
て
ん
た
人
口

)
A
は
日
目
O
だ
け
の
生
産
高
を
有
す
る
か

ら
、
そ
の
所
得
は
一
一
同
営
り
も

。
で
あ
り
、
従
っ
て
彼
が
有
す
る
現
金
残
高
は
一
日
首
り
の
所
得
の

K
倍
、
従
っ
て
』

Q-R
も
で

あ
る
の

と
こ
ろ
で
第
一
期
中
の
新
雇
傭
者
β
は
上
記
の
恨
定
に
よ
っ
て
現
金
残
高
を
右
し
た
い
。
従
っ
て
枇
曾
に
存
在
す
る
貨
幣
数

量
は
凡
て
奮
人
口
の
所
有
に
属
し
て
居
り
、
そ
の
総
額
は
M
U
'

同
一
。
に
等
し
い
こ
と
と
な
る
。

《盆
-
v

あ
る
。

と
れ
が
第
一
期
の
期
末
の
歌
況
で

さ
て
第
二
期
に
入
れ
ば
、

第
一
日
に
於
て
既
に
財
の
供
給
白
側
か
ら
大
き
な
鐙
化
が
起
る
。

一
目
白
生
産
高
が
従
前
の
O
か
ら

今昔ミが考へつつある場合 (..=D，タ=，)の場骨にはPは事苦言-)田中白慣栴ホ
準でもある。毎日市場に現は札る購買力の涜れは、第一期中を通して不重量であ
り、他方生産高も持日 定してゐるからである。向以下町鍍過は Robertson: 
Banking Policy and the Price Level. pp.66-70の妓油を簡草化Lたも白である



9
1十
L
C
に
増
加
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
債
格
が

P
の
水
準
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
購
買
力
は
一
日
営
り
』
ヱ
。
+
h
g
で
た
け

れ
ば
な
ら
む
。
然
ら
ば
腕
民
力
の
流
れ
は
此
の
揚
合
如
何
程
る
欣
況
に
あ
る
か
。
差
営
り
そ
れ
は
此
の
ん
さ
を
保
ち
、
そ
れ
以
上
に

へ
そ
れ
以
下
に
も
な
ら
ぬ
。
購
買
力
が
流
れ
出
る
源
泉
と
し
て
は
、
葎
人
口
A
、
第

A

期
の
新
原
備
高
B
、
第
二
期
の
新
鹿
雇
傭

者
W
D
U
二
一
組
白
人
口
の
財
布
が
あ
る
が
、
此
等
三
細
の
人
口
の
夫
々
相
具
る
事
情
は
、
和
合
し
て
、
購
買
力
の
流
れ
の
大
さ
を
か
か

る
遁
町
田
た
分
量
に
保
た
し
め
る
の
で
あ
る
。
次
に
そ
の
理
由
を
絞
ベ
土
う
。

先
づ
、
第
二
期
第
一
日
に
つ
い
て
鍍
べ
よ
う
。
此
の

H

K
於
て
善
人
口

A
は
彼
白
前
日
の
所
得
旬

。
を
そ
の
ま
ま
支
出
す
る
。

蓋
し
彼
は
、
既
に
』
qi
問
。
だ
け
の
現
金
残
高
左
右
し
、
従
っ
て
一
流
通
期
間
の
そ
の
生
産
高
に
等
し
い
賓
物
残
高
を
有
す
る
結
果
、

少
し
も
貯
蓄
の
必
要
を
有
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。
善
人
口
は
、
貯
蓄
の
必
要
た
き
が
故
に
、
金
所
得
を
支
出
に
ふ
り
む
け
る
の
で
あ

る
匂
突
に
、
第
一
期
の
新
履
傭
者
B
は
前
日
か
ら
繰
越
し
た
現
金
残
高
と
い
ふ
も
の
が
杢
然
な
い
が
、
然
L
此
の
H
に
於
て
は
刊
だ

け
の
生
産
物
が
出
来
し
』
q
h
C
だ
け
り
所
得
を
得
る
預
想
が
あ
る
。

日
に
刊
づ
っ

K
日
間
賞
物
残
高
を
累
積
す
る
意
岡
を
有
す
る
仮
定
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
一
債
格
水
準
の
支
配
の
下
で
は

と
こ
ろ
で
B
は
此
の
日
か
ら
質
物
残
高
創
設
を
企
闘
し
、

此
の
抽
出
想
所
得
を
全
部
貯
蓄
す
る
の
で
た
く
で
は
、
此
の
意
闘
は
達
し
難
い
。
従
っ
て
彼
は
一
銭
も
支
出
し
た
い
。
第
三
に
、
第
二

期
新
膜
傭
者

g
の
支
出
で
あ
る
が
、
己
れ
は
か
う
考
へ
る
。
此
の
雇
備
増
加
に
は
一
日
首
り
小
山
だ
け
の
勢
賃
基
金
が
必
要
で
あ
る
。

而
し
て
第
一
日
の
債
格
水
準
は

p
で
あ
る
と
預
想
せ
ら
れ
る
。
従
っ
て
銀
行
は

h
'
h
c
だ
け
の
貸
付
を
行
ひ
、

A

註
ニ
〕

力
が

g
の
手
を
通
う
て
市
場
に
現
は
れ
る
。
か
く
て
第
一
日
に
市
揚
に
現
は
れ
る
購
買
力
は
綿
額
出
(
。
+
h
C
)

で
あ
る
。
従
っ
て
舶
、

と
れ
だ
け
の
購
買

格
水
準
は

p
の
高
さ
に
維
持
さ
れ
、
此
の
結
果
凡
て
は
晴
朗
期
の
遁
り
絞
過
す
る
己
と
と
な
る
。
即
ち
A
D
貨
物
残
高
は
そ
白
所
望
の

高
さ
に
あ
り
、

E
は
そ
の
生
産
物
川
を
賓
つ
で
も
仏
C
を
得
、
そ
れ
を
を
の
ま
ま
貯
蓄
し
て
叫
突
け
の
質
物
残
高
を
所
有
す
る
こ
と

慣
椛
円
安
定
政
策
白
費
本
形
成
段
呆

第
五
十
三
事

第

擁

i¥、



た
り

B' 
は憤

杢塾
部主
戚酔
三塁 議
しの
4専費
る:f
に fZ
到笈
る果
。正

第
五
十
一
一
一
審

四

第

競

F、
巨耳

従
っ
て
第
二
日
に
入
う
て
も
、

A
及
び
刊
D

に
閥
じ
で
は
何
ら
援
る
と
と
る
は
友
い
。

B
も
亦
前
日
と
同
様
な
理
由
か
ら
し
て
杢
然

支
出
を
行
は
た
い
。
従
う
て
債
格
水
準
が
前
日
と
同
様
忙
再
び

P
D
水
準
を
維
持

L
、
何
等
不
測

D
費
動
は
生
ぜ
担
己
と
と
た
る
。

正
と
ろ
で
此
の
事
情
は
暫
〈
は
鱗
戸
り
た
い
。
従
っ
て
第
二
日
の
債
格
水
準
が

p
で
あ
れ
ば
、
第
三
日
も
第
二
日
と
全
く
同
様
に
経

過
し
、
僚
格
水
準
は

p
k定
ま
る
。
以
下
同
様
で
あ
る
。
た
だ
か
く
の
如
〈
経
過
す
る
問
に
、

一
方
で
は
前
記
の
者
同
地
傭
者

B
の
手

許
で
は
漸
次
現
金
残
高
が
蓄
へ
ら
れ
、
そ
の
賓
質
慣
値
は
日
一
日
と
所
望
の
大
さ
に
接
近
し
て
行
〈
と
共

K
、
他
方
に
於
て
は
第
二

期
の
履
備
増
加
の
結
果
は
漸
吹
成
熟
し
て
行
っ
て
生
産
増
加
と
な
っ
て
現
れ
ん
と
し
つ
つ
あ
る
。
此
の
何
れ
か
一
っ
か
が
現
は
れ
れ

ば
と
れ
ま
で
の
倒
格
水
準
の
安
定
は
長
早
寅
現
さ
れ
難
〈
な
る
。
と
と
に
三
つ
の
場
合
が
生
十
る
。

(
註
一
)
比
百
貨
幣
数
量

h
h
o
k
最
初
町
出
資
貼
白
均
衡
扶
態
に
於
け
る
貨
階
段
量
と
の
差
額
部
第
一
期
に
於
け
る
銀
行
か
、
b

D
イ
ン
フ
レ
イ
シ
ヨ

シ
白
大
き
で
あ
る
。
ロ
バ
ア
ト
ツ
シ

H
m
s旬
、
(
相
阪
で
は
N
)
で
表
は
す
も
の
が
こ
れ
で
あ
っ
て
、
そ
恥
は
h
h
に
等
し
い
主
宰
へ
ら
れ
る
。

(
詩
二
)
産
業
側
か
ら
銀
行
に
施
動
資
本
形
成
田
た
め
貸
付
を
要
求
す
る
額
を

h

h
も
と
見
た
の
は
、
私
の
責
怪
で
あ
る
。
と
と
で
私
は
、
産
業

側
は
咋
目
白
償
措
水
準
が
今
日
の
市
場
で
も
安
市
す
る
と
理
想
す
る
と
と
を
保
定
す
る
。
産
業
測
が
雇
傭
噌
加
に
封

L
て
一
円
に
主
梯
ふ
べ
き
寅
質
勢
賃

締
額
は
そ
れ
が
も
た
ら
ナ
生
産
噌
加
川
町
に
等
し
い
か
ら
、
か
か
る
偲
定
白
下
で
は
貸
付
要
求
額
は
L

b

h

。
に
な
る
。
持
L
官
は
ロ
バ
ア
ト
ツ
ン
は
、
か

か
る
侭
定
を
必
要
主
し
な
い
ん
で
う
な
構
苧
乞
と
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
彼
は
此
p
b
d
一
一
期
に
於
て
一
服
M
U

は
雇
傭
さ
れ
向
も
の
と
考
へ
、
此
の
F
か
ら
白

購
買
力
の
一
放
出
が
な
い
場
合
融
行
は
債
格
安
定
の
た
め
に
は

E
れ
だ
け
の
信
用
創
遣
を
行
っ
た
ら
よ
い
か
、
を
考
へ
、
そ
の
後
に
F
の
雇
傭
を
考
へ
て
、
そ

れ
だ
け
白
信
用
創
誌
が
F
の
雇
傭
に
充
分
で
あ
る
か
E
う
か
を
論
ず
る
。
私
は
議
論
白
簡
軍
化
白
た
め
か
か
る
偲
定
を
新

L
〈
導
入
し
た
が
、
持
し
そ
札

は
ロ
バ
ア
ト
ソ
ン
向
原
意
を
決
し
て
損
ね
る
も
の
で
は
な
い
。

(
官
三
)
此
白
一
説
明
に
於
て
私
は
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
が
樹
で
な
払
っ
た
偲
定
を
一
つ
設
け
た
。

B
(議
摘
が
第
三
期
に
閲
す
れ
ば
F
)
は
前
日
受
取
っ
た
所

得
は
既
に
前
日
消
費
し
て
し
ま
ワ
で
今
日
へ
は
一
銭
も
繰
越
さ
な
い
が
、
然
し
前
日
受
取
っ
た
所
得
に
等
し
い
所
得
を
今
日
受
取
る
で
あ
ら
う
と
橡
想

L

此
の
強
想
所
得
に
つ
い
て
消
費
及
び
貯
蓄
の
披
分
を
考
へ
る
ー
と
い
ふ
慣
定
と
れ
で
あ
る
。

4
P

〈
の
却
〈
、
新
雇
傭
者
は
常
に
、
そ
の
買
物
残
高
創
設
期
間



、

中
は
、
前
日
り
現
質
白
所
得
に
等
L
い
抽
強
即
想
所
得
を
持
ち
、
比
白
盟
想
所
得
と
情
費
支
出
理
定
額
と
の
差
額
U
F

、
先
に
所
謂
第
一
一
一
形
態
の
自
愛
的
貯
蓄
に

隼
し
い
と
考
へ
な
が
ら
、
私
は
ロ
バ

r
ト
ソ
ン
の
開
諭
を
再
構
成
し
て
見
ょ
う
と
思
ふ
。
と
れ
に
よ
っ
て
ロ
バ
ア
ト
ソ
ン
の
議
前
は
矛
盾
な
〈
説
明
さ
れ

酷
も
一
層
筒
草
に
な
る
の
で
あ
る
。
向
慎
一
期
の
耕
属
傭
者
B
部
第
二
期
に
於
て
常
分
、
飲
ま
ず
食
は
ず
に
捗
働
す
る
と
い
ふ
こ
こ
で
の
慨
定
は
非
現
質

的
で
あ
る
が
、
然
し
そ
れ
は
や
が
て
抽
去
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

第
一
は
貨
幣
流
通
期
間
K
が
平
均
生
産
期
間

r
に
(
従
っ
て
今
の
場
合
生
産
期
間
D
に
も
)
等
し
い
場
合
で
あ
る
。
此
の
揚
合
に
は
B

D

賓
物
礎
高
創
設
過
向
悼
の
完
了
と
懐
妊
期
間
白
終
了
と
は
同
時
で
あ
る
。
第
三
期
期
末
に
於
て

E
が
賓
物
残
高
創
設
を
終
っ
て
翌
日
か

ら
消
費
を
始
め
よ
う
と
す
る
と
昔
、
此
秋
、
第
三
期
第
一

H
K
於
て
、
第
二
期
の
雇
備
増
加
の
結
果
が
牛
産
増
加
の
結
果
と
し
て
現

れ
始
め
る
。
従
っ
て
此
の

H
に
於
て
は
、

A
漫
び
E
か
ら
の
泊
費
支
山
門
が
前
日
白
所
得
M
M

は
支
出
た
〈
、
第
三
期
白
新
臆
傭
者
Y
か
ら
」
む

h
。
だ
け
の
支
出
が
あ
る
か
ら
、
綿
計
可
(
。
+
立
。
)
だ
け
の
支
出
が
あ
る
と
と

。
及
び

h

h

。
だ
け
あ
り
、

刊
且
か
ら

に
在
る
。
と
れ
に
針
し
て
此
白
日
の
生
産
高
は
C
+
立
。
で
あ
る
か
ら
、
債
格
水
準
は
同
様
に

P
K
定
ま
る
。

か
く
て
第
三
期
も

亦
第
二
期
と
同
様
に
経
過
す
る
。
同
鵬
傭
増
加
第
三
期
か
ら
雇
傭
増
加
第
四
期
h

の
推
移
は
、
第
二
期
か
ら
第
一
一
一
期
へ
白
推
移
と
同
様

で
あ
る
。
か
く
て
偵
桁
水
準
は

P
K
釘
付
さ
れ
た
士
主
、
毎
期
同
量
の
流
動
資
本
が
枇
舎
に
増
加
す
る
。
銀
行
は
v

流
動
資
木
白
算

術
級
数
的
増
加
と
い
ふ
要
求
と
畑
出
格
水
中
心
安
定
と
い
ふ
要
求
と
を
同
時
に
充
し
得
る
と
と
と
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
銀
行
の
日
日

白
匂

h
。
だ
け
の
貸
付
榊
加
は
、
算
術
級
数
的
な
流
動
資
本
の
形
成
と
債
格
水
準
D
安
定
と
の
一
有
三
烏
の
妓
旧
取
を
有
す
る
と
と

と
た
る
。

第
二
の
場
合
と
し
て
貨
幣
流
通
期
間
が
平
均
生
産
期
間
よ
り
も
(
今
の
場
合
、
従
っ
て
ま
た
生
産
期
間
よ
り
も
)
煩
い
場
合
を
考
へ
る
。

此
の
揚
合
に
は
B
の
賓
物
残
高
創
設
は
、
第
二
期
間
腕
傭
増
加
が
生
産
増
加
を
結
県
せ
ね
聞
に
、
終
了
す
る
。
明
か
忙
原
備
増
加
第
二

傾
特
安
定
政
策
白
費
本
形
成
致
呆

第
五
十
三
巻

豆王

第

掠

-̂
至五



償
措
安
定
政
策
の
費
本
形
成
殻
果

品
開
五
十
=
一
巻

アミ

揮

現島

ロヘ六

期
白
最
初
の

K
日
間
に
於
一
L

は
憤
格
水
準
は
安
定
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
第
同
+
同
日
に
入
る
や
・
生
産
高
は
ま
だ
増
加
し
て
ゐ
泣
い

の
に
B
の
消
費
支
出
が
消
費
財
需
要
白
一
部
と
し
て
現
は
れ
、
そ
の
結
果
購
買
力
白
流
れ
は
そ
れ
だ
け
増
大
す
る
。
従
っ
て
間
格
水

準
は
騰
貴
す
る
。
銀
行
が
流
動
資
本
心
算
術
級
数
的
増
加
を
可
能
た
ら
し
め
よ
う
と
し

τ貸
付
を
績
け
る
限
り
、
き
う
で
あ
る
。
苦

し
銀
行

K
L
て
債
格
水
準
白
安
定
を
欲
す
る
た
ら
ば
、
銀
行
は
貸
付
を
停
止
せ
ね
ば
友
ら
中
、
銀
行
が
貸
付
を
停
止
す
れ
ば
、
流
動

資
本
は
最
平
形
成
さ
れ
得
ね
こ
と
h

友
る
。
最
初

m
K
日
間
に
流
動
資
本
は
h
h
宗
八
三
。
H
3
だ
け
形
成
さ
れ
た
が
、
銀
行
が
貸

付
を
停
止
す
る
揚
合
、
腫
備
増
加
第
二
期
中
白
流
動
資
本
形
成
は
た
ピ
と
れ
だ
け
に
止
る
で
あ
ら
う
。
か
く
て
銀
行
は
、
物
慣
騰
貴

の
犠
牲
に
於
て
流
動
資
本
白
増
加
率
を
維
持
す
る
か
、
或
は
流
動
資
本
の
形
成
心
テ
ム
ポ
を
緩
め
て
も
よ
い
か
ら
憤
格
水
準
を
安
定

す
る
か
、
二
者
揮
一
白
デ
イ
レ
V

7

に
沼
港
ナ
る
己
と
与
な
る
。

第
三
は
貨
幣
流
通
期
聞
が
平
均
生
産
期
間
よ
り
も
(
今
日
場
合
従
っ
て
生
産
期
間
そ
の
も
の
よ
り
も
)
長
い
場
合
で
あ
る
。
此
の
場
合
は

第
二
期
中
は
順
調
に
経
過
す
る
。
債
格
水
準
は

F
の
高
さ
に
於
て
安
定
す
る
。
然
L
第
三
期
比
入
る
や
、
第
一
一
期
中
の
雇
備
増
加
の

結
果
は
生
産
増
加
と
し
て
現
れ
始
め
る
。
今
や
市
場
に
は

。
+
凶
h
q
だ
け
の
生
産
高
が
硯
れ
始
め
る
。
従
っ
て
債
格
水
準
を
高
さ

p
に
維
持
せ
ん
が
た
め
に
は
.
一
日
の
購
買
力
は
官
(
Q
+
M
h
S
に
建
せ
か
ば
た
ら
由
。
今
の
揚
合
モ
の
貝
手
た
り
得
る
も
の
は
、
葎

人
口
A
、
共
後
雇
傭
さ
れ
た
B
P
F
D
四
組
の
人
口
ぜ
あ
る
が
、
第
二
期
の
新
雇
傭
者

g
は
、
寅
物
残
高
創
設
に
着
手
し
た
白
で
る

る
か
ら
、
消
費
支
同
を
行
は
む
。
更
に
B
も
亦
、
問
問
定
に
よ
っ
て
そ
の
賓
物
残
高
創
設
は
完
了
し
て
ゐ
友
い
の
で
あ
る
か
ら
、
消
費

支
出
を
行
は
ね
。
結
局
市
場
に
買
ひ
に
山
川
る
の
は
葎
何
人
口
A
と
此
の
朔
の
新
雇
傭
者
w
D

と
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
消
費
支
出
は
、
既
漣

忙
よ
っ
て
知
れ
る
や
う
に
、
合
計
可
・
。
十
回
ω

』
。
に
し
か
遣
し
な
い
。

か
〈
て
生
産
高
D
流
れ
は
、
購
買
力
の
流
れ
上
り
も
念
蓮

に
増
加
し
、
慣
格
水
準
は
下
落
す
る
。
銀
行
が
慣
格
水
準
定
安
む
た
め
に
、
市
』
や
以
上
の
貸
付
を
行
へ
ば
、
流
動
資
本
は
算
術
級



数
以
上
の
速
さ
で
増
大
す
る
と
左
に
な
る
。
銀
行
は
、
品
川
度
第
一
一
の
場
合
と
ほ
逆
の
方
向
に
於
て
、
払
川
皮
そ
れ
と
同
様
D
J
ア
イ
レ
ン

マ
に
直
面
す
る
己
と
、
た
る
。

一一 一-ーー流動資本

一」二----ー-←

債椅水準
メ (Kく<)

一→(K~τ)
¥迫 (K><)

傭

生産高

雇

B" 

。。。。JZ

B' 

B 

情
格
安
定
政
策
の
費
本
形
成
款
果

t -
均衡朕盟。 雇傭司君加

第 三 期
雇傭帯加
第二期

雇傭堵加
第一期

第
一
聞
は
上
記
の
説
明
を
要
約
的
に
圃
示
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
最

も
上
白
線
は
流
動
費
本
の
噌
加
を
一
市
す

z
g
m
E
H
Z
そ
の
央
町
線
は
情
緒

水
準
四
そ
れ
、
そ
の
央
の
線
は
雇
傭
の
そ
れ
、
最
も
下
白
線
ほ
生
産
高
の
そ

れ
で
あ
る
。
流
動
費
本
は
期
毎
に
算
情
級
智
的
に
噌
加
し
て
行
き
、
雇
傭
噌

加
と
生
産
高
骨
加
之
の
聞
に
は
一
ア
少

f
が
あ
る
o
慣
格
水
準
は
K
と
T

と
白

聞
係
如
何
に
よ
っ
て
或
は
上
昇
し
、
或
は
安
定
し
、
或
は
下
降
す
る
。
そ
し

て
そ
れ
が
何
時
起
る
か
は
闘
に
示
し
た
詔
り
で
あ
る
。

四

1 

既
沈
一
の
基
本
命
題
の
諭
吉
岡
に
営
っ
て
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
が
如
何
在

:Fig 

る
論
法
を
用
ひ
る
か
は
以
上
に
よ
っ
て
略
々
察
知
さ
れ
た
と
忠

ム
。
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
は
更
に
此
の
論
法
を
用
ひ
て
(
一
)
新
雇
傭
者

の
一
貫
物
残
高
創
設
が
そ
の
就
業
と
と
も
に
始
る
揚
合
、
(
二
)
そ
の

期
間
が
一
層
長
〈
日
開
で
あ
る
揚
合
、
(
三
)
平
均
生
産
期
間
が
生

産
期
間
の
三
分
白
一
で
あ
る

(13
揚
合
に
つ
い
て
、

此
の
論

法
を
用
ぴ
て
上
記
の
命
題
が
成
立
つ
こ
と
を
論
語

L
て
ゐ
る
。
然

し
こ

L

に
は
、
此
等
の
論
詮
を
取
上
げ
る
前
に
、
上
記
の
論
誰
に

第
主
十
一
一
プ
管

官事

韓

F又

-l:; 

七

1) 以ド Robertson rv理論を一世的に再構成する揚合、曲目揚合は度舛潤ずる。
簡草白ために他ならない。



慣
格
安
定
政
策
の
資
本
野
成
放
呆

第
五
十
三
巻

ハ、

宮再

捜

ハ、
/、一

背
後
に
あ
る
も
の
を
究
め
よ
う
と
思
ふ
。
貨
幣
流
通
期
間
或
は
平
均
生
産
期
間
な
る
も
り
は
、

一
見
し
た
と
と
ろ
、
債
格
水
準
の
問

題
に
剥
し
て
み
{
〈
無
関
係
で
あ
る
や
う
に
見
え
る
、
少
〈
と
も
直
接
に
関
係
す
る
と
と
ろ
は
殆
ん

E
危
い
や
う
に
見
え
る
。
貨
幣
流

通
期
周
或
は
所
得
流
通
味
一
度
の
震
動
は
勿
論
債
格
水
準
に
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ら
う
。
然
し
今
の
場
合
そ
れ
は
一
定
し
て
ゐ
る
こ
と

が
前
挺
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
期
間
'
と
し
て
の
此
の
二
つ
白
構
造
常
数
の
一
聞
の
聞
係
は
如
何
に
し
て
債
格
水
準
の
問
題
に

介
入
し
て
来
る
の
で
あ
ら
う
か
。

以
上
の
説
明
は
、

ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
論
法
を
そ
の
一
主
L
保
存
し
た
が
ら
そ
の
論
詮
を
問
来
る
だ
け

簡
車
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
を
れ
で
も
そ
れ
だ
け
か
ら
は
此
の
知
は
備
不
明
瞭
に
残
さ
れ
て
ゐ
る
。
此
の
鮪
を
現
解
す
る
た

め
に
は
、

ロ
パ
ア
ト
ソ
シ
を
離
れ
て

ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
現
論
を
成
立
せ
し
め
る
所
以
の
も
の
を
抽
象
的
、

‘
般
的
に
把
梶
す
る
己

と
が
必
要
で
あ
る
。
か
く
白
如
く
に
し
て
始
め
て

ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
が
謂
は
ピ
各
個
撃
破
的
に
庭
現
し
て
行
っ
た
種
々
の
揚
合
を
一

賀
し
て
、
モ
の
根
本
命
題
が
成
止
す
る
根
時
間
が
明
か
に
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
れ
を
試
み
る
に
常
ヲ
て
た
づ
五
口
々
は
若
干
の
準
備
工
作
を
行
は
ね
ば
左
ら
由
。
第
一
の
準
備
工
作
は
、
新
尿
傭
者
の
寅

物
残
高
創
設
期
間
に
つ
い
て
の
上
記
白
非
現
貫
的
た
仮
定
か
ら
の
解
放
で
あ
る
。
以
上
に
於
て
は
此
の
期
間
は
貨
幣
流
通
期
間
K
に

等
し
〈
、
従
っ
て
此
の
期
間
中
新
居
傭
者
は
飲
ま
十
食
は
十
で
働
く
こ
と
が
偲
定
芹
れ
た
。

い
ま
此
白
偲
定
主
撤
去
す
る
。
と
こ
ろ

で
此
の
場
合
に
於
て
も
、
或
る
一
つ
の
腫
備
増
加
期
(
生
産
期
間
刀
だ
け
の
長
さ
を
も
っ
)
に
於
け
る
新
雇
傭
者
の
賞
物
残
高
創
設
の
た

め
の
貯
蓄
は
、
そ
れ
土
で
の
色
々
白
期
の
新
雇
傭
者
の
そ
れ
を
合
計
す
る
と
、
結
局

h
h
c
だ
け
白
寛
賞
倒
値
を
持
つ
と
い
ム
こ

と
が
示
さ
れ
る
。
己
白
と
と
は
一
般
的
に
も
詮
明
で
き
る
が
、
己
o
A

で
は
便
宜
上
例
詮
的
に
行
ふ
。

を
週
刊
し
て
ひ
と
し
〈
)
叩
で
あ
る
と
す
る
。
此
の
揚
合
に

今
、
此
白
買
物
残
高
創
設
期
間
が
(
釦
諭
そ
れ
ぞ
れ
の
期
白
新
雇
傭
者
E
F

は
端
初
的
物
慣
際
女
は
雇
傭
増
加
第
二
期
ま
で
頼
く

3

第
二
期
に
於
て
も
、
第
一
期
の
帝
展
術
者
E
は

示

同

ι。
だ
け
し
か
質
物



残
高
を
創
設
し
よ
う
と
せ
十
、
従
っ
て
そ
の
購
買
力
の
一
部
が
市
場
に
注
が
れ
る
結
果
、
物
倒
騰
貨
は
向
絞
〈
か
ら
で
あ
る
。
と
こ

ろ
で
第
三
期
に
於
て
は
、

一
方
に
於
て

B
は
此
の
期
の
間
に

M
p
h
n
h
も
だ
け
の
貨
物
残
高
創
設
を
行
っ
て
そ
の
計
書
一
を
完
了
し
ょ

う
と
し
、
他
方
に
於
て

g
も
亦
寅
物
残
高
創
設
に
着
手
し
て
此
の
期
の
間
に
日
間
-
h
C
だ
け
の
創
設
を
行
ふ
で
あ
ら
う
。
従
っ
て

此
の
雨
者
主
合
計
す
れ
ば
、
第
三
期
に
於
け
る
貫
物
残
高
創
設
の
た
め
の
貯
蓄
は
そ
の
資
質
慣
値
に
於
て
同

h
C
だ
け
の
一
額
に
建

ず
る
己
と
L

左
る
。

と
L
A

で
は
簡
単
の
た
め
寅
物
残
高
創
設
期
間
が
生
産
期
間
の
整
数
倍
で
あ
る
己
と
を
限
定
し
た
が
、
整
数
倍
で
た
い
場
合
に
も
同

巳
論
法
が
遁
用
で
き
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
端
初
的
物
慣
騰
貴
完
了
後
に
於
て
は
、

一
雇
傭
増
加
矧
に
於
け
る
貨
物
残
高
創
設
の
た
め

D
貯
蓄
は
同
'
h
。
だ
け
の
寛
賞
慣
値
の
も
の
で
あ
る
。

勿
論
貯
蕎
乃
至
資
本
形
成
が
此
種
の
貯
蓄
に
限
ら
れ
ね
己
と
は
就
に
明
か

に
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
然
し
債
格
水
準
の
援
動
が
全
然
h
p

乙
ら
や
、
亦
己
、
に
偲
定
す
る
や
う
に
賓
物
残
高
へ
白
要
求
が
一
定
し

て
ゐ
る
揚
合
に
ほ
貯
蓄
は
此
の
種
類
の
も
の
に
限
ら
れ
、
従
っ
て
一
履
備
増
加
期
に
於
け
る
そ
れ
の
寅
質
問
山
値
は
同
・

h
。
と
た
る

で
あ
ら
う
。
印
ち
、
貨
幣
流
通
期
間
は
貯
蓄
む
大
さ
を
規
定
す
る
構
治
常
数
で
あ
る
。

準
備
工
作
の
第
二
は
、
銀
行
貸
付
に
よ
る
新
流
動
資
本
の
創
造
を
「
投
資
」

(
H
E
E
2
5
と
解
し
て
、
こ
れ
を
「
貯
蓄
」
に
針
附
…
し

此
の
「
投
資
』
貯
蓄
」
の
闘
係
の
視
結
か
ら
、
と
t
A

に
問
題
と
た
つ
で
ゐ
る
債
格
水
準
の
決
定
機
構
を
見
直
す
己
と
で
あ
る
。

と
の
己
と
に
つ
い
て
は
己

L
に
突
の
諸
馳
が
注
意
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
(
一
)
己
t
A

で
問
題
左
の
は
慎
栴
水
準
の
鐙
動
を
貯
蓄
と
投

資
と
の
闘
係
か
ら
考
察
す
る
乙
と
で
あ
る
か
ら
、
現
金
残
高
の
増
加
は
投
資
で
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
。
現
金
残
高
の
増
加
を
も
提
資

と
考
へ
る
な
ら
ば
、
投
資
と
貯
蓄
と
は
最
早
匡
別
し
難
〈
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
己
誌
で
は
同
定
資
本
及
び
詮
券
は
度
外
楓
さ
れ

て
ゐ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
を
針
象
と
す
る
投
資
も
亦
度
外
服
さ
れ
る
。
従
っ
て
こ

h

で
投
資
心
掛
象
と
在
る

D
中
は
間
生
産
物
と
し
て

債
格
安
定
政
策
の
費
本
形
成
款
呆

第
五
十
三
巻

九

第

親

"-
九



情
梅
安
定
政
策
白
費
本
解
成
放
呆

第
五
十
三
巷

O 

第

競

九
O 

。
流
動
資
本
り
み
?
あ
る
ロ
商
品
目
ス
ト
ッ
ク
は
此
の
中
に
含
め
る
こ
と
も
出
来
る
。
(
一
一
)
王
口
々
は
使
宜
上
銀
行
貸
付
を
以
て
「
投

資
」

O
大
さ
を
測
る
。
銀
行
貸
付
は
差
営
り
持
賃
支
梯
に
充
て
ら
れ
勢
賃
基
金
と
し
て

D
流
動
資
本
の
増
加
を
も
た
ら
す
の
み
に
止

る
が
、
然
し
そ
の
反
面
、
此
の
弊
賃
基
令
に
上
る
雇
傭
増
加
D
結
果
、
中
間
生
産
物
と
し
て
白
流
動
資
本
も
亦
増
加
し
つ
ミ
あ
る
の

で
あ
る
。
従
っ
て
銀
行
貸
付
を
投
賓
と
考
へ
る
と
と
は
、

中
間
生
産
物
の
増
加
(
ケ
イ
シ
芳
的
に
表
現
す
れ
ば

k
p
E
K
5
ヨ
吉
君
。
吋
古
品

[
m
E
T宮
E
]
E
E己
)
を
投
資
と
看
倣
す
こ
と
に
他
な
ら
ぬ
。

2
3
今
の
場
合
ケ
イ
ン
ズ
が
試
み
た
如
き
投
資
の
費
用
(
門
主
主

噌

3EoFdョ。
T
r
o
F
O
E
Z
E
え

Z
Z
F
E
E
H
M
m耳
目
。
局
長
)
と
投
資
白
債
値

(
F
Z
0
2
Z
F
s
z
z
t
z
g
F
E
E
E
2
2宕
)

と
の
匝
別
は
不
要
で
あ
る
。
査
し
、
己
主
で
は
資
本
財
(
中
間
生
産
物
)
が
取
引
さ
れ
る
市
場
は
凡
て
抽
象
さ
れ
、
資
本
財
の
買
手
と

買
手
と
は
一
際
同
一
人
格
な
る
か
の
如
く
宥
倣
さ
れ
、
従
つ
で
資
本
財
の
生
産
費
と
債
格
と
は
常
に
一
致
す
る
と
宥
倣
さ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
従
っ
て
資
本
財
買
付
の
た
め
に
特
別
に
多
額
の
銀
行
貸
付
が
行
は
れ
、
そ
れ
が
た
め
に
資
本
財
債
格
が
そ
の
生
産
費
を
は

る
か
に
上
廻
る
と
い
ふ
己
と
も
起
り
得
な
い
。
か
〈
て
、
銀
行
貸
付
、
雇
備
増
加
D
た
め
の
勢
賃
棉
額
白
増
加
、
中
間
生
産
物
慎
値

増
加
、
此
白
三
者
は
常
に
等
債
な
も
白
と
し
て
取
扱
は
れ
得
る
の
で
あ
る
。
勿
論
此
揚
合
に
あ
っ
て
も
、
消
費
財
債
格
水
準
の
債
格

騰
貴
が
銃
存
の
中
間
生
産
物
の
再
評
債
を
も
た
ら
し
、
そ
の
資
本
債
値
を
し
て
そ
の
生
産
費
以
上
に
騰
貴
せ
し
め
、
E
h
よ
り
投
資

の
償
値
と
投
資
白
費
用
と
の
一
致
を
傷
け
る
と

L
は
、
不
可
能
で
は
友
い
。
然
し
、
以
下
に
示
す
如
〈
、
常
国
の
問
題
。
解
決
は
消

費
財
債
格
水
準
が
安
定
せ
る
場
合
白
考
察
で
充
分
友
の
で
あ
る
か
ら
、
か
i
A

る
考
慮
は
こ

L
で
は
全
〈
不
要
で
あ
る
。

i
l
要
す
る

忙
王
口
々
は
或
る

H
の
履
傭
増
加
の
た
め
の
銀
行
貸
付
を
以
て
そ
の
ま
弘
、
何
ら
被
規
定
詞
を
加
ム
る
と
と
な
〈
、
投
資
と
宥
倣
す
。

明
か
に
此
白
投
資
は
消
費
財
購
買
力
の
流
れ
へ
の
プ
ラ
ス
の
項
目
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
そ
白
マ
イ
ナ
ス
の
項
目
白
一
っ
と
し
亡
の
貯

蓄
に
針
附
さ
る
べ
雪
も
の
で
あ
る
。



と
乙
毛
布
一
で
、
流
動
資
本
が
上
記
の
如
〈
に
、
算
術
級
数
的
に
増
加
せ
し
め
ら
れ
る
場
合
に
於
て
は
、
此
の
「
投
資
」
の
一
雇
傭
崎
加

期
を
通
巳
て
の
憾
額
は
、
明
か
に
、

σだ
貯
の
寅
質
慣
値
を
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
郎
ち
そ
れ
は
寸

h
o
(
生
産
高
輪
唱
加
k
平
均
生
産
期
間

と
の
積
)
だ
け
の
寅
質
慣
値
を
持
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。
か
〈
て
流
動
資
本
が
算
術
級
数
的
に
埼
加
す
し
め
ら
れ
る
揚
合
に

は
、
一
雇
傭
増
加
期
D

「
投
資
」
は
平
均
生
産
制
聞
に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
れ
る
。

以
上
に
上
っ
て
貨
幣
流
通
期
間
K
と
平
均
生
際
期
間

τ
と
む
聞
の
犬
小
関
係
が
慣
格
水
準
円
安
定
K
関
係
す
る
に
到
っ
た
迎
由
が

略
々
推
察
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
流
動
資
本
の
算
術
級
数
的
増
加
の
た
め
に
必
要
た
「
投
資
」
と
寅
物
残
高
創
設
の
た
め
「
貯
蓄
」
止
は

会
因
子
と
し
て
増
加
生
産
高
を
有
し
、
そ
れ
に
乗
ぜ
ら
れ
る
悶
敢
に
於
て
の
み
匝
別
せ
ら
れ
る
。
従
っ
て
此
白
「
投
資
し
と
「
貯
蓄
」
と

。
問
。
大
中
閥
係
は
、
此
白
一
一
つ
の
構
造
常
敢
に
左
右
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
従
う
で
、

債
格
水
準
の
安
定
保
件
が

か
〈
D
如
き

「
投
資
」
と
「
貯
蓄
」
と
白
岡
D
閥
係
に
依
存
す
る
と
す
れ
ば
、
常
然
此
の
安
定
俊
一
件
は
貨
幣
流
通
期
間
と
平
均
生
産
期
間
と
の
聞
の
大

小
関
係
に
依
存
す
る
己
と
に
な
ら
う
。
と
と
ろ
で
債
格
安
定
依
件
は
此
の
如
き
「
投
資
L

と
『
貯
蓄
L
L
」
の
問
の
閥
係
に
依
存
す
る
も
白

で
あ
る
己
と
が
示
さ
れ
る
。
以
子
と
の
と
と
を
、

ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
自
身
の
一
議
論
に
即
し
左
が
ら
、
明
か
に
す
る
。

五

今
舌
々
は
、
流
動
資
本
の
「
算
術
級
数
的
」
増
加
と
い
ふ
と

F
が
何
ら
銀
行
貸
付
の
目
標
を
友
さ
宇
、
銀
行
は
ひ
た
す
ら
債
格
水
準

の
安
定
を
そ
の
政
策
目
標
と
し
て
迫
求
し
、
モ
白
貸
付
は
た
烹
此
の
翻
瓢
か
ら
の
み
調
節
せ
ら
れ
る
揚
合
を
考
へ
る
。
銀
行
は
流
動

資
本
の
一
様
仕
る
増
加
と
い
ふ
目
撲
を
犠
牲
と
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
然
し
そ
の
貸
付
は
、
前
と
同
様
に
、
た
vh
麗
傭
増
加
に
の
み

向
け
ら
れ
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
銀
行
が
か
く
の
如
〈
債
格
安
定
に
努
力
す
る
己
と
の
間
接
的
結
果
と
し
て
流
動
資
本
は
何
ら
か

の
形
に
於
て
増
加
す
る
己
と
に
は
た
ら
う
。
然
ら
ぽ
此
の
如
〈
に
し
て
生
中
る
流
動
資
本
の
増
加
は
如
何
な
る
形
を
と
る
か
。

k
記

情
格
安
定
政
策
の
安
本
静
成
殻
呆

等
五
十
三
巻

第

旗

九



憤
格
安
定
政
策
の
資
本
形
成
致
果

二一一一一

一
而
に
於
て
、
既
に
此
の
問
題
に
答
へ
て
ゐ
る
が
、
百
々
は
前
節
に
準
備
し
た
槻
貼
り

第
五
十
三
巻

告存

競

九

の
ロ
バ
ア
l
ソ
ン
の
ヒ
記
の
基
本
命
題
は

下
に
此
の
問
題
を
1
日
々
澗
自
の
仕
方
で
解
決
し
、
此
の
過
程
に
於
て
ロ
パ
ア
ト
ソ

y

の
此
の
根
本
命
題
を
、
澗
自
に
抽
象
的
一
般
的

に
再
構
成
し
、
債
格
水
準
の
費
動
の
問
題
に
一
見
無
閥
係
在
、
か
の
二
つ
の
構
浩
常
数
が
介
入
す
る
所
以
を
見
透
さ
う
と
思
ふ
。

此
の
目
的
む
た
め
に
は
、
そ
り
と
き
ど
き
白
放
況
の
下
に
於
て
、
債
務
水
準
の
安
定
の
た
め
に
必
要
注
る
銀
行
貸
付
白
数
且
旦
を
見

定
め
る
己
と
が
必
要
ゼ
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
銀
行
貸
付
は
債
格
水
準
の
形
成
に

E
う
影
響
す
る
か
を
明
か
に
せ
ね
ば
友
ら
由
t
z
n

々
は
今
、
此
の
影
響
を
明
か
に
す
る
た
め
に
、

。
(
同
同
一
[
向
(
株
)
+
h
s

可

$
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-

。
(
昌

司

(

内

)

。

(

同

)
H
q
t
1
5
1
芸
)I+

二)

( 。ごP
( 。。

な
る
方
程
式
を
利
用
す
る
。
此
白
方
程
式
は
所
前
数
量
方
程
式
の
一
一
稜
稜
で
あ
る
が
、
以
下
そ
の
内
容
を
明
か
に
し
よ
う
。

己
れ
に
於
て
獅
立
時
世
数
t
は
、
最
初
の
出
殻
黙
の
均
衡
欣
態
を
第
零
目
、
第
一
期
第
一
日
を
第
一
日
と
し
た
揚
合
の
口
附
を
去
は

ナ。

P
は
消
費
財
債
格
水
準
、
。
は
消
費
財
生
産
高
.
e
は
「
受
取
ち
れ
た
所
得
」
、
δ

は
白
焚
的
貯
蓄
、

包
は
既
謹
白
意
味
に
於
け
る

「
投
資
」
と
し
て
白
銀
行
貸
付
で
あ
る
。
此
白
方
程
式
に
於
て
特
に
立
入
っ
た
設
明
骨
要
す
る
の
は
、

会
同

)
i匂
(
株
)
+
会
)
が
消
費
支

出
惚
額
を
表
は
す
鮪
で
あ
る
。
今
特
に
第
二
期
を
例
に
と
っ
て
と

P
と
と
を
説
明
し
よ
う
。
第
二
期
に
於
て
は
欝
人
口
A
及
び
第
一

期
の
新
雇
傭
者
B
は
既
に
消
費
財
を
生
産
し
つ

L
あ
る
が
、
此
の
人
口
部
分
に
と
っ
て
第
一
日
に
於
て
使
川
し
得
ら
れ
る
と
珠
想
せ

ら
れ
る
所
得
は
前
日
の
(
第
ナ
回
目
の
)
所
得
。
(
T
H
)

に
等
し
い
。
(
ロ
パ
ア
ト
ツ
ン
に
於
て
は
、
イ
に
と
っ
て
は
そ
れ
は
等
し
い
だ
け
で
な
〈
、

更
に
同
じ
い
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
)
従
っ
て
己
れ
よ
り
そ
の
自
渡
的
貯
蓄
各
回
)

を
差
引
け
ば
そ
の
人
口
部
分
の
消
費
支
出
珠
定
額

(
F
Z
E
E
。
『
包

E
H
A
F宮
E
5
5
F
H
P
Eロヨ
152)が
得
ら
れ
る
が
、
そ
白
現
寅
心
消
費
支
出
予
言
巴
伊
官

E
E
Z
Z
P
E
E
-
5国

)



は
、
期
間
分
析
の
前
提
に
従
へ
ば
、
此
の
消
費
支
肉
強
定
量
に
同
じ
い
。

従
っ
て

G
(
T
H
Y
-
句
(
品
)
は
此
白
人
口
部
分
が
消
費
財
布
揚

に
支
出
す
る
購
買
力
の
線
額
を
表
は
す
。
と
れ
に
封
し
で
制
は
、
未
だ
消
費
財
を
生
産
す
る
に
到
ら
宇
、
銀
行
貸
付
に
養
は
れ
て
就

業
ず
る
に
止
る
と
こ
る
の
人
口
部
分
(
第
二
期
に
於
で
は
F
)
の
所
得
を
表
は
す
。
乙
誌
で
は
簡
間
半
の
溺
(
而
し
で
た
だ
そ
の
筋
に
の
み
)
此

白
人
口
部
分
は
全
然
貯
蓄
を
行
は
ぬ
と
慣
定
す
る
い
M

ら
、
此
の
項
目
は
此
の
「
吸
牧
さ
れ
つ

L
あ
る
」
人
U
部
分

g
u消
費
支
出
を
表

は
ず
。
か
く
て
、
長
l
H
)
匂
(
旦

+N(民
)
は
凡
て
の
人
口
白
消
費
支
出
の
総
計
に
等
し
い
と
と
i
h

友
る
。

問
又
は
何
回
に
つ
い
て
最
早
詳
説
。
必
要
は
あ
る
ま
い
。

こ
の
こ
と
が
明
か
在
以
L
L
、

と
こ
ろ
で
此
の
方
税
式
か
ら
し
て
、
消
費
財
債
格
水
準
が
安
定
す
る
た
め
の
僚
件
(
消
費
情
格
水
準
が
昨
日
も
今
日
も
同
ピ
で
あ
る
保
仲
)

が
導
か
れ
る
o

即
ち
、
投
資
刊
(
与
が
(
閲
覧
的
)
貯
詩
句
(
株
)
と
一
致
す
る
乙
と
、
己
れ
で
あ
る
ロ
こ
の
こ
と
は
一
見
自
明
的
に
見
え
る

が
、
然
し
今
白
揚
合
は
、
生
産
高
の
縫
動
が
介
入
す
る
た
め
、
モ
白
論
説
は
梢
免
倒
で
あ
る
。
此
白
論
設
は
、
生
産
高
増
加
が
起
る

麗
備
増
加
期
第
一
回
と
然
ら
ぎ
る
場
合
と
に
分
っ
て
論
宇
る
己
と
が
必
要
で
あ
可
制
。

先
づ
論
詮
の
容
易
な
後
の
場
合
か
ら
説
明
し
よ
ろ
。

明
か
に
第
三
日
以
後
に
於
て
は
そ
の
期
の
終
る
ま
で
生
産
高
は
不
愛
で
あ

る
。
印
ち
。
(
出
)
H
G
t
1
5

で
あ
る
。
亦
前
日
受
取
っ
た
所
得
は
営
然
咋
目
白
消
費
財
の
買
上
高
に
等
し
い
。
郎
ち
る
己

lLE(目】
)
X

。
(
持
巴
で
あ
る
。
己
れ
よ
り
し
て

( 

bら
) 

m 

H 

主了
" を雫

(3') C 

に三L
代 ε

入
す
tも
ば

と
在
る
が
、

( 

'" ) 

。
官
)
〔
官
官

)
l
Z
1
5
1
h
(内
)
長
)

と
た
る
。
己
れ
に
よ
っ
て
投
費
と
貯
蓄
と
の
均
等
が
僻
格
水
準
の
安
定
保
件
な
る
こ
と
が
直
ち
に
知
ら
れ
る
。

債
格
安
定
政
策
?
資
本
形
成
放
呆

傍
二
親

:tc 
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此白人口部分が貯蓄する場合に目、 ，(t)をそれだけ割酌ずれほよい。ことでは
此白人口部分は貯蓄せfとLて，(丹を以て其他白人口部分自由設的貯蓄を表
すこととした。
Robertson v理論に闘する限方、論謹は凡ての期間にワいてなされるを要Lな2) 



債
棒
安
定
政
策
の
費
本
形
成
数
果

第
五
十
=
一
径

PH 

第

競

九
V_LI 

突
に
雇
備
増
加
期
第
一
日
と
そ
の
前
日
(
即
ち
前
の
雇
傭
噌
加
期
の
最
後
の
日
)

。

に
移
ら
う
(
鴨
川
日
お
匂
+
同
)
。
明
か
に
此
の
聞
に
生
産
高
は
4
だ
貯
附
加
す
る
0

・
即
ち
。
(
3
1
。
(
何
回
)
!
?
h
o

で
使
用
L
車
っ
た
と
同
じ
意
味
の
も
の
で
あ
る
)
。
乙
白
己
と
か
ら
上
記
の

ωか
導
か
れ
る
が
、

と
の
比
較
に
於
け
る
倒
格
水
準
の
安
定
僚
件
の
問
題

で
あ
る
O

(

但
し
川
町
は
こ
れ
き

便
宜
上
第
一
一
期
第
一
日
が
問
題
と
在
っ
た

と
し
て
、
E

L
で
は
と
れ
を
説
明
し
よ
う
。
此
白
揚
合
ぬ
?
と
は
第
一
期
末
日
に
於
て
奮
人
口
A
及
び
第
一
期
の
新
届
傭
者
B
が
受
取

っ
た
所
得
に
等
し
い
。

と
こ
ろ
で
蛮
人
口

B
の
そ
れ
は
、
い
ふ
ま
で
も
左
く
、
消
費
財
買
上
高
司
(
?
H
)
え
で
】
)

で
あ
る
。
次
に
そ
と

で
の
新
雇
傭
者
U

』
は
、
そ
白
日
の
債
格
水
準
忙
於
て
そ
の
生
産
力
に
等
し
昔
賓
質
労
賃
を
受
取
り
、

B
は
全
部
雇
傭
さ
れ
て
、
川
山
だ

け
の
大
さ
白
も
の
を
生
産
し
つ
ミ
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
白
所
得
は
』
Q
(

↑
】
)
・
h
。
に
等
し
い
。
結
居
A
B
合
計
す
れ
ば
会
l
H
)
H

出

(
T
5
.
。
官
同
)
+
司
(
?
と
・
h
。
と
友
hv
、
更
に
と
れ
に
ヒ
記
の
。
(
円
)
H
。
(
T
H
)
+
h
。
友
る
闘
係
を
も
ち
と
め
ば
、

直
ち
に
川
聞
が
得
ら

れ
る
。
川
同
が
成
立
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
前
と
金
く
同
一
論
法
に
よ
っ
て
、
投
資
と
貯
蓄
と
白
均
等
が
債
格
水
幣
の
安
定
の
俊
一
件
た
る

E
'
h
]
も
直
ち
に
明
か
と
な
る
。

以
上
に
よ
っ
て
明
か
に
さ
れ
た
や
う
に
、

E

L
で
苦
々
が
取
扱
ひ
っ
h

あ
る
揚
合
に
聞
す
る
隈
担
、
銀
行
は
、
消
費
財
債
格
水
準

を
安
定
せ
し
め
ん
と
す
る
限
り
、
常
に
貸
付
を
自
殺
的
貯
蓄
に
一
致
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ね
。
帥
ち

(

∞

)

 

る
)
山
川
崎
(
株
)

在
る
僚
件
に
従
は
ね
ば
な
ら
ね
。
ム
L

己
ろ
で
銀
行
が
一
腹
備
増
加
期
中
不
断
に
此
の
僚
件
に
従
っ
て
貸
出
を
調
節
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
雇
傭
増
加
を
測
る
と
す
れ
ば
、

一
雇
傭
増
加
期
忙
は

E
れ
だ
け
の
流
動
資
本
が
形
成
さ
れ
る
で
あ
ら
う
か
。

先
づ
此
の
揚
合

M
是
)
日

Mh(引
)
な
る
乙
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
(
但
し
融
和
は
一
雇
傭
帯
加
期
目
第
一
日
よ
り
末
日
ま
で
取
る
も
の
と
す

るO
以
下
同
様
)
。
と
こ
ろ
で
銀
行
が
、
か
く
白
如
く
債
格
水
準
を
完
全
に
釘
付
に
し
た
揚
合
、

既
に
質
物
残
高
を
所
望
の
一
両
さ
ま
で
所

ぃ。車に端制的物f買騰貴完了直後の期聞を眠って論ずれば充分でちる。



有
す
る
人
口
部
分
に
於
で
貯
蔵
白
必
要
が
全
く
存
し
な
い
己
と
は
、
第
二
筒
所
掲
の
標
準
的
た
揚
合
の
取
扱
ひ
が
具
健
的
に
示
し
た

通
わ
で
あ
る
。
印
ち
白
夜
的
貯
蓄
は
た
だ
買
物
残
高
創
設
心
売
め
忙
の
み
た
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
今
此
の
安
定
せ
る
債
格
水
準
を

F

と
す
れ
ば
、

既
に
前
節
に
論
じ
た
る
と
乙
ろ
に
よ
り

M
U
S
H」む・同・』
C

で
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。

従
っ
て
亦
銀
行
貸
付
の
大
さ
も

日同(門下』
q

・
同

-hc
た
る
大
さ
に
達
し
、

こ
れ
に
よ
っ
て
形
成
苫
る
h
買
物
資
本
の
大
さ
は
同
-
h
C
に
達
す
る
。

と
れ
に
よ
っ
て
本
節
の
最
初
に
掲
げ
た
銀
行
の
債
格
安
定
的
策
の
資
本
形
成
数
果
の
問
題
は
剰
す
と
己
ろ
な
く
解
決
さ
れ
た
。
己

れ
主
り
し
て
ロ
パ
ア
ト
ヅ
ン
の
上
記
の
根
本
命
題
に
進
む
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
同
町
H

寸
な
ら
ば
、
債
格
安
定
政
策
は
常
然
、

傭
増
加
期
間
中
に
於
て

T
h
む
だ
け
の
流
動
資
本
の
形
成
を
結
果
す
る
o

乙
れ
は
同
時
に
、
』
河
期
に
於
て
、
山
山
の
生
産
増
加
を
も
た

ら
す
べ
き
雇
傭
増
加
を
行
ふ
に
充
分
で
あ
る
。
己
れ
に
剥
し
て
同
〈
吋
の
揚
合
に
於
て
は
、
債
格
安
定
政
策
の
結
果
は
た
だ

?
h
。
以

下
の
流
動
資
本
の
形
成
を
も
た
ら
す
に
過
ぎ
由
。
従
っ
て
こ
れ
に
主
う
で
所
期
の
如
く
雇
傭
の
算
術
級
数
的
増
加
を
闘
る
己
と
は
不

可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
若
し
倒
格
安
定
政
策
に
し
て
墨
守
さ
れ
ん
か
、
先
づ
今
期
の
雇
傭
増
加
が
所
期
の
大
さ
(
翠
期
刊
の
生
産
増

加
を
来
す
に
定
分
な
大
さ
)

に
建
せ
ざ
る
の
み
か
、
更
に
翌
矧
に
は
生
産
が
一
日
営
り

h
C
だ
け
増
加
せ
ざ
る
結
某
と
し
て
そ
の
流

動
資
本
の
形
成
は
一
一
盾
甚
だ
し
く
減
退
す
る
。
と
れ
を
泣
け
ん
と
す
れ
ば
、
信
用
の
一
一
層
の
粥
践
に
よ
っ
て
物
偵
を
騰
貴
せ
し
め
‘

強
制
節
約
を
通
じ
て
、
資
本
形
成
を
公
衆
に
賦
課
す
る
他
な
い
。
要
す
る
に
倒
格
安
定
政
策
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
血
。
同
〉
叶
の
揚

合
は
己
れ
と
r
m
r
L
逆
の
関
係
に
立
制
。

問
符
安
定
政
策
自
費
本
形
成
就
果

第
五
十
一
一
一
巻

至王

第

競

九
三五
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批判は以上自分析D重量展?でる所謂“ thefOllr crucial fractions "白理論ととも
に髄稿「ロバアトソン白債格水準費動理論とその批判」に於て展開する。
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